










要約: 1981 年 10 月から 1994 年 12 月までの 13 年間の神奈川県人ロベース先天異常モニ

タリング(KAMP) 調査結果を総括した。調査は安定したべースで行われ、奇形児頻度は 1%

台で推移した。個々の奇形の発生に有意の増減はみられず、新たな強力な催奇性物質の生

活環境への導入はなかったものと思われる。本年は腹壁破裂について検討した。発生頻度

は 1万出産に 1で欧米との差はなかった。特異な所見として児出産時の母年齢が若いこと

がわかった。


